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⃝ 注意 : 計算過程も記述せよ. 途中の計算が著しく省かれている場合減点の対象になる

ことがあるので注意すること.

1 以下の極限を求めよ.

(1) lim
x→0

cosh 2x−
√
1 + x2

Sin−13x− log(1 + 3x)
.

(2) lim
x→+∞

log(3 sinh(x2 + 5))

sinh(log(3x2 + 5))
.

2 次の整級数の収束半径を求めよ.

(1)
∞∑
n=1

nnn!

(2n)!
xn.

(2)
∞∑
n=0

(
Tan−14

3n+4

34n+3

)
xn.

3 次の積分を計算せよ.

(1)

∫ +∞

0

1

2 cosh x+ sinhx
dx.

(2)

∫ +∞

0

x− 1

x3 + 3x2 + 4x+ 2
dx.

4 αを 1 < α < 2なる実数, {an}∞n=0を, a0 = α, かつ an ≤ an+1 ≤ an +1 (n ≥ 0)なる性

質をみたす実数列とし, {bn}∞n=0を次の漸化式で与えられる数列とする.

b0 = 1, b1 = α, b2 = α2 − α, bn+1 =
n− an−2

n
bn (n ≥ 2).

(1) すべての非負整数 nについて, bn > 0であることを示せ.

(2) 級数
∞∑
n=0

bnは収束することを示せ. なお, 証明の際に ε − δ論法を用いなくてよ

い. また, 任意の実数 αについて, (1− x)α =
∞∑
n=0

(−1)n
(
α

n

)
xn (ただし,

(
α

n

)
は 2項

係数を表す)が |x| < 1なる任意の実数 xについて成り立つことは証明なしで用いて

よい.


